
Curerex-Galacto

1. 表示名称
製品名 主な成分表示名称 INCI名

Curerex-Galacto ガラクトミセス培養液
BG、1,2－ヘキサンジオール

Galactomyces Ferment Filtrate、
Butylene Glycol、1,2-Hexanediol

2023年1月作成

お問い合わせ先：東亜化成株式会社 toa@toakasei.com
（本社） 大阪市中央区高麗橋3-4-10 TEL:06-6201-5131

2. 期待される効果

驚くべき保湿力によって肌に潤いを与える、ガラクトミセス培養液

3. 製品の機能性

30% BG

⚫ ガラクトミセス培養液とは、天然酵母の一つであるガラクトミセスを培養した後、ろ過して得られる液である。
⚫ 日本酒を醸造している熟練の職人の手が彼らの年齢より若いことからヒントを得て、酵母菌の研究を始めた。
⚫ 優れたスキンケア成分である。
⚫ 豊富なビタミン、必須アミノ酸、酵素、イースト・ペプチドを持っている。

⚫ 肌の保湿
⚫ 肌の弾力
⚫ 抗老化

⚫ 抗アクネ
⚫ 抗刺激

◼ 皮膚バリア機能の修復

◼ 抗炎症◼ 抗アトピー性皮膚炎
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Caspase14：皮膚のバリア機能に関わる因子
GFF：ガラクトミセス培養液

TRAC：炎症の指標
TNF-α、IFN：炎症を誘導する
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NO：一酸化窒素（炎症性サイトカイン）
LPS：NO産生を誘導
L-NMMA：NOを阻害する

ガラクトミセス培養液を添加すること
でCaspase14の発現が上昇した。
→肌のバリア機能の修復に役立つ。

肌のバリア機能を改善

肌の弾力性を保持

保湿力アップ！

ガラクトミセス培養液を添加することで
アトピー性皮膚炎を軽減

ガラクトミセス培養液を添加することで
炎症性サイトカインの産生を抑制


